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令和８年（2026年）９月８日
資料３

第２回検討委員会

これまでの調整会議における議論
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１①．一体的運営のあり方を検討するうえで重視すべき視点

✓ これまでの調整会議においても、将来の医療需要や人材確保の見通しを踏まえ、再編の時期は、でき
るだけ早期に行う考え方が合意された。

R6年8月
調整会議資料
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１②．一体的運営のあり方を検討するうえで重視すべき視点

R7年3月
調整会議資料

✓ 再編においては、中核病院・地ケア病院の目指すべき姿として、必要な医療体制を構築するとともに、
持続可能な経営ができることが合意された。
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１③．一体的運営のあり方を検討するうえで重視すべき視点

✓ 今後、人口減少や医療人材の減少が進む中では、限られた医療資源を地域全体で有効に活用していく
ことが重要であると合意された。

R5年6月
調整会議資料
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１④．一体的運営のあり方を検討するうえで重視すべき視点

✓ これまでの調整会議における議論を踏まえると、機能分化を実現できるかという観点に加え、運営形
態を検討する際には、次の視点も重要となる。

項目 内容

一体的運営体制への移行の

スピード

⚫ 地域医療を取り巻く環境は今後も厳しさを増すことが見込まれており、機能

分化を支える運営体制についても、必要な調整・手続きを経ながら可能な限

り早期に構築する必要がある。

医療提供体制・経営の持続

性

⚫ 今回の再編は、一時的に機能分化を実現すること自体が目的ではなく、人口

減少や医療人材の減少が進む中でも、必要な医療を安定的に提供するととも

に、両病院がそれぞれの役割を持続的に担える経営を確保することが必要と

なる。

地域全体での最適化 ⚫ 今後、人口減少や医療人材の減少が進む中、個々の病院単位では必要な人材

の確保が難しくなることも想定される。このため、地域全体を一つの病院の

ように捉え、人材を地域全体で確保・配置するなど、限られた医療資源を一

体的に活用できる体制とすることが重要となる。

運営形態を検討する際には、「機能分化を実行できるか」だけでなく、「必要な体制に早期に移行できるか」
「将来にわたり持続できるか」という視点も必要となる。
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